
配
日
（
火
）
７
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
Ａ
・
二
五
○
○
円
Ｂ
・
二
○
○

○
円
ｃ
・
一
五
○
○
円

☆
美
輪
明
宏

溺
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
民
音
／
会
員
・
二
一
○
○
円

一
般
・
二
四
○
○
円

八
演
劇
Ｖ

☆
直
線
座
「
マ
リ
ウ
ス
」

３
日
（
日
）
１
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
一
○
○
○
円

★
俳
優
座
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」

四
日
（
火
）
Ｉ
麹
日
（
土
）
６
時
坊
分

泌
日
（
日
）
１
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
神
戸
労
淡
／
二
○
○
○
円

出
演
ぞ
山
本
圭
、
砿
部
勉
、
呑
野
百
合

子
、
山
本
郁
子

★
第
６
回
市
民
演
劇
祭

麺
日
（
金
）
①
２
時
②
６
時
神
戸

文
化
中
ホ
ー
ル
無
料

八
そ
の
他
Ｖ

★
戦
前
日
活
名
画
祭

２
日
（
土
）
加
時
「
次
郎
物
語
」

「
風
の
又
三
郎
」
「
路
傍
の
石
」

９
日
（
土
）
、
時
「
汗
」
玉
亡

「
五
人
の
斥
候
兵
」

ｎ
日
（
祝
）
、
時
「
次
郎
物
語
」

「
風
の
又
三
郎
」
「
路
傍
の
石
」

唇
神
戸
の
催
し
物
ご
案
息

Ｓ
・
三
八
○
○
円
Ａ
・
三
○
○
○
円

Ｂ
・
二
六
○
○
円

★
中
村
紘
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

八
音
楽
Ｖ

☆
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・
プ
ラ
ス
・
ア
ン
サ
ン

ブ
ル５

日
（
火
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
民
音
／
会
員
・
二
○
○
○
円

一
般
・
二
三
○
○
円

☆
第
４
回
神
戸
三
曲
協
会
演
奏
会

、
日
（
祝
）
哩
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
一
、
○
○
○
円

☆
神
戸
市
少
年
団
音
楽
隊
合
同
演
奏
会

鵡
日
（
土
）
２
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
無
料

★
山
下
達
郎

躯
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
Ａ
・
二
五
○
○
円
Ｂ
・
二
二

○
○
円

☆
ク
ロ
ー
ド
・
チ
ア
リ

幻
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
民
幸
弓
／
会
員
・
二
一
○
○
円

一
般
・
二
四
○
○
円

☆
ザ
・
ナ
ッ
ク

型
日
（
日
）
３
時
半
神
戸
国
際
会
館

し

灘鍵 輝露蕊鱗鍵鱗

作
・
描
成
・
淡
出
／
福
田
陽
一
郎

出
演
／
木
の
実
ナ
ナ
、
細
川
俊
之

鯵
☆
新
機
軸
で
第
五
回
「
神
戸
能
楽
教
室
」
を
開
催

古
典
芸
能
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
「
能
・
狂
言
」
の
理
解
を
よ
り
一
層
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
神
戸
能
楽
教
室
を
開
い
て
い
る
が
、
今
回
で
五
回
目
を
迎
え
る
こ

１
１１３
１

閏晴子

●
愛
読
者
招
待
席

神
戸
っ
子
読
者
を
左
記
の
催
物
に
ご
招

待
い
た
し
ま
す
。
ｎ
名
様
）

☆
三
波
春
夫

４
月
露
日
（
金
）
①
２
時
②
６
時

神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル

鷺

驚
擢蕊 の

クロード・チアリ”
い
て
い
る
が
、
今
回
で
五
回
目
を
迎
え
る
こ

と
に
な
っ
た
。
２
月
銅
日
「
野
宮
」
野
村

四
郎
。
３
月
理
日
「
飯
」
観
世
清
和
「
千

雲
謹
燕
捗
硝
鯉
種
譲

野
一
・
四
日
間
で
能
五
番
を
上
演
。
い
ず
れ

の
回
も
解
脱
つ
き
。
会
員
券
は
四
日
通
し

で
八
千
円
。
申
し
込
は
神
戸
っ
子
ま
で
。

ザ・ナック

３
月
８
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
文
化

大
ホ
ー
ル
指
揮
／
朝
比
奈
隆
ピ
ア

ノ
／
関
晴
子
大
阪
フ
ィ
ル

ニ
五
○
○
円
を
一
割
引

ご
希
望
の
方
は
電
話
か
葉
書
で
神
戸
っ

子
編
集
部
・
優
待
係
八
川
崎
Ｖ
ま
で

●
愛
読
者
優
待
席

神
戸
っ
子
読
者
に
左
記
の
ス
テ
ー
ジ
を

割
引
優
待
い
た
し
ま
す
。

★
ハ
ン
ス
・
リ
ヒ
タ
ー
Ｉ
ハ
ー
ザ
ー

ピ
ア
ノ
演
奏
会

２
月
四
日
（
火
）
７
時
大
阪
長
｛
年

金
会
館
中
ホ
ー
ル

Ａ
・
三
八
○
○
円
Ｂ
・
三
○
○
○
円

Ｃ
・
二
五
○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

☆
中
村
紘
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

２
月
妬
日
（
火
）
７
時
神
戸
｛
た
大

ホ
ー
ル

Ａ
・
二
五
○
○
円
Ｂ
・
二
○
○
○
円

Ｃ
・
一
五
○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

☆
べ
Ｉ
ト
ー
ペ
ン
・
名
曲
の
夕
べ

２
月

中村紘子

出
演
／
桂
小
文
枝
、
桂
春
蝶
、
桂
文
紅

笑
福
亭
鶴
三
ほ
か

☆
オ
ペ
ラ
映
画
「
魔
笛
」

ｎ
日
（
月
）
１
時
釦
分
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル
一
五
○
○
円

☆
明
石
映
画
サ
ー
ク
ル
上
映
会
「
恐
怖
の

報
酬
」
（
例
）
イ
ヴ
・
モ
ン
タ
ン
主
演

町
日
（
日
）
準
時
、
２
時
釦
分
、
５
時

明
石
デ
パ
ー
ト
５
Ｆ
ホ
ー
ル
６
０
０
円

☆
神
戸
同
人
誌
フ
ェ
ア

遮
日
（
月
）
ｌ
麺
日
（
土
）
、
時
１
６

時
丸
善
神
戸
店
特
設
会
場
無
料

全
国
の
同
人
誌
が
一
堂
に
会
す
る
初
の

フ
ェ
ア

☆
市
民
映
画
劇
場
「
青
幻
記
」

加
日
（
水
）
１
浬
日
（
金
）
６
時
半

配
日
（
土
）
２
時
神
戸
文
化
小
ホ
ー

ル
四
九
九
円

☆
第
五
回
神
戸
能
楽
教
室
「
野
宮
」

銅
日
（
土
）
１
時
半
湊
川
神
社
能
楽

殿
二
○
○
○
円

出
演
／
野
村
四
郎
、
植
田
隆
之
亮
ほ
か

☆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
焔

「
あ
そ
び
に
い
け
る
さ
土
畷
日
に
」

塑
日
（
土
）
６
時
半
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー

ル
ニ
○
○
○
円

☆
シ
ョ
ウ
・
ガ
ー
ル

４
月
釦
日
（
水
）
６
時
半
神
一
厚
文
化

大
ホ
ー
ル

神
戸
文
化
小
ホ
ー
ル
前
売
・
一
二
○

○
円
当
日
・
一
五
○
○
円
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爵

ポ
ー
ト
ピ
ァ
粗
、
い
よ
い
よ
一
年
数
ヵ
月
を
余
す
だ
け
と
な
っ

て
き
た
。
は
か
ら
ず
も
Ⅷ
年
３
月
に
は
神
戸
王
子
動
物
園
も
訓
周

年
を
迎
え
る
行
事
が
重
な
る
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
の
も
、
釦
年

前
現
王
子
公
園
内
で
神
戸
産
業
博
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
会
期
中
に

あ
の
ゾ
ウ
の
〃
マ
ヤ
子
″
が
や
っ
て
き
た
の
だ
。

博
覧
会
終
了
後
、
い
っ
た
ん
諏
訪
山
動
物
園
に
ゾ
ウ
を
収
容
し

一
年
間
の
準
備
期
間
を
経
て
、
翌
年
ト
ラ
、
ヒ
ョ
ウ
、
ク
マ
、
サ

ル
な
ど
を
加
え
、
現
在
の
王
子
動
物
園
へ
の
大
移
転
、
そ
し
て
華

々
し
く
開
園
を
迎
え
た
の
が
３
月
即
日
で
あ
っ
た
。

と
に
か
く
、
入
園
者
を
増
や
す
こ
と
。
そ
れ
に
は
、
並
べ
る
だ

け
で
は
だ
め
だ
。
動
物
シ
ョ
ウ
に
夜
間
開
園
、
ホ
タ
ル
狩
り
、
野

外
コ
ン
サ
ー
ト
、
映
画
会
、
漫
才
、
バ
レ
ー
、
そ
し
て
、
子
供
の

あ
そ
び
場
に
は
汽
車
や
モ
ノ
レ
ー
ル
、
飛
行
塔
の
他
、
ロ
バ
の
馬

車
も
加
わ
り
、
大
変
な
人
気
。

ゾ
ウ
は
演
芸
の
あ
と
子
供
た
ち
を
背
に
の
せ
一
巡
し
、
チ
ン
パ

ン
ジ
ー
と
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の
自
転
車
、
竹
馬
の
あ
と
可
愛
い
魚

屋
さ
ん
と
い
う
お
サ
ル
芝
居
も
新
聞
紙
上
を
に
ぎ
わ
せ
、
日
曜
ご

と
の
シ
ョ
ウ
で
は
入
園
者
が
納
得
し
な
い
の
で
連
日
朝
。
昼
２
回

の
公
演
を
飼
育
の
あ
い
ま
に
行
な
う
忙
し
さ
が
続
い
た
。
ロ
バ
に

乗
り
た
い
学
童
も
急
に
増
え
、
と
う
と
う
２
台
に
増
車
す
る
と
い

呂逓堀亜

で
も
な
い
し
、
平
坦
な
運
動
場
を
し
か
も
僅
か
一
回

印
、
位
の
道
の
り
だ
し
、
適
当
な
運
動
に
な
る
じ
ゃ

あ
り
ま
せ
ん
か
、
そ
れ
に
汽
車
や
飛
行
塔
な
ん
か
は

動
物
園
で
な
く
と
も
あ
る
。
動
物
園
ら
し
い
動
物
の

乗
り
物
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ど
れ
程

多
く
の
学
童
が
、
ロ
バ
を
見
て
、
ロ
バ
に
乗
せ
て
貰

う
こ
と
を
楽
し
み
に
入
園
し
て
い
る
か
お
解
り
に
な

ら
な
い
で
し
ょ
う
。
た
っ
た
一
人
の
学
童
の
意
見
を

こ
う
も
大
げ
さ
に
取
り
あ
げ
る
こ
と
も
な
い
の
で

は
。
そ
れ
が
証
拠
に
十
円
玉
握
っ
た
反
対
の
手
に
大

根
菜
や
人
参
、
パ
ン
ま
で
持
っ
て
来
て
い
る
じ
ゃ
あ

り
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
、
重
た
そ
う
に
見
え
た
時
に

は
、
み
ん
な
が
馬
車
の
あ
と
押
し
さ
え
し
て
い
る
姿

も
あ
っ
た
。

ま
た
、
ロ
バ
と
い
う
も
の
は
生
ま
れ
つ
き
、
荷
車

Ｈ,

《

職

１
１１５
１

蕊

う
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
と
し
て
の
動
物
園
に
発
展
し
て
行
っ
た
。
と

に
か
く
入
園
者
を
増
や
し
増
収
を
得
る
こ
と
が
動
物
園
を
良
く
す

る
こ
と
に
な
る
と
い
う
考
え
を
現
場
の
一
人
一
人
が
自
覚
し
て
い

た
も
の
だ
っ
た
。

十
円
玉
を
握
っ
た
学
童
が
ず
ら
り
と
長
蛇
の
列
を
作
る
毎
日

曜
。
飛
行
塔
や
子
供
の
汽
車
を
し
の
ぐ
ロ
バ
の
人
気
は
圧
倒
的
だ

っ
た
。だ

が
、
こ
う
し
た
お
祭
り
騒
ぎ
の
動
物
園
春
の
行
事
も
何
時
し

か
一
考
さ
せ
ら
れ
る
時
代
が
訪
れ
て
き
た
。
夜
桜
開
園
で
の
ド
ン

チ
ャ
ン
騒
ぎ
に
ク
レ
ー
ム
が
つ
き
、
ま
ず
中
止
。
ゾ
ウ
の
マ
ヤ
子

の
死
に
よ
り
動
物
シ
ョ
ー
も
取
り
や
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し

て
ロ
バ
へ
の
手
紙
と
題
し
て
学
童
か
ら
の
一
通
の
投
書
が
舞
い
こ

ん
だ
の
も
そ
の
頃
の
こ
と
だ
っ
た
。

「
小
さ
な
ロ
バ
さ
ん
に
加
入
も
の
子
供
が
群
が
る
よ
う
に
乗
り
、

重
た
そ
う
に
引
っ
ぱ
る
ロ
バ
さ
ん
が
か
わ
い
そ
う
／
●
」
と
い
う
文

面
だ
っ
た
。

取
り
あ
げ
た
あ
る
新
聞
紙
上
で
の
ロ
バ
論
争
は
こ
う
で
あ
っ

た
。〔

ロ
バ
の
馬
車
賛
成
派
意
見
〕

別
に
坂
道
で
も
な
い
し
、
平
坦
な
運
動
場
を
し
か
も
僅
か
一
回

i 織繍灘
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に
寄
贈
さ
れ
、
馬
車
に
子
供
を
の
せ
み
ん
な
に
親
し
ま
れ
て
い
た
。

し
か
し
よ
る
年
波
に
歯
が
痛
み
だ
し
た
。
し
か
も
前
歯
だ
っ
た
た

め
草
も
噛
み
切
れ
な
い
あ
り
さ
ま
。
長
寿
表
彰
の
候
補
に
あ
げ
ら

れ
た
と
き
、
当
時
の
子
供
動
物
園
長
だ
っ
た
遠
藤
悟
朗
さ
ん
が
一

枚
の
表
彰
状
よ
り
も
老
い
た
一
文
字
号
に
役
立
つ
入
歯
を
し
て
や

っ
て
は
と
い
う
発
案
か
ら
、
日
本
で
初
め
て
ロ
バ
の
入
歯
を
し
て

や
っ
た
こ
と
あ
ま
り
に
も
有
名
な
話
で
あ
る
。

幸
に
も
当
園
の
ロ
バ
は
歯
も
き
れ
い
だ
し
、
繁
殖
さ
え
し
て
く

れ
そ
う
だ
。

「
パ
ン
ダ
、
パ
ン
ダ
と
大
騒
ぎ
す
る
け
ど
、
ぼ
く
は
、
あ
ん
な
花

形
動
物
よ
り
も
古
ぼ
け
た
家
の
隅
で
ひ
っ
そ
り
と
暮
し
て
い
る
、

こ
ん
な
ロ
バ
の
よ
う
な
動
物
の
方
が
好
き
な
ん
で
す
」
と
、
こ
の

老
い
た
ロ
バ
を
丹
念
に
ぬ
ぐ
っ
て
や
り
な
が
ら
、
飼
育
４
年
を
迎

え
た
若
い
佐
々
木
飼
育
員
の
口
か
ら
こ
ん
な
言
葉
が
返
っ
て
き

た
。
私
は
う
れ
し
か
っ
た
。
彼
は
「
お
は
よ
う
朝
日
で
す
」
Ａ
Ｂ

Ｃ
、
Ｔ
Ｖ
撮
影
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
を
努
め
る
私
の
マ
イ
ク
に
こ
う

た
め
に
小
さ
な
ロ
バ
を
使
う
な
ど
も
っ
て
の
ほ
か
や
、
色
々
な
動

物
を
見
せ
て
は
、
生
物
の
す
ば
ら
し
さ
を
教
え
、
い
た
わ
り
の
心

を
育
て
る
動
物
園
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
重
々
し
い
満
載
の
馬
車

を
見
た
学
童
が
、
小
さ
な
心
を
痛
め
て
し
ま
い
涙
さ
え
流
す
ん
で

す
。
園
長
さ
ん
ど
う
か
ロ
バ
を
休
ま
せ
て
や
っ
て
下
さ
い
。

さ
て
、
結
果
は
一
通
の
新
聞
社
へ
の
投
書
が
ロ
バ
の
馬
車
を
中

止
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
現
役
を
退
い
た
４
頭
の
ロ
バ
の
う
ち
、

１
頭
は
す
ぐ
他
の
動
物
園
に
交
換
転
出
。
馬
車
担
当
の
お
じ
さ
ん

は
市
の
職
員
で
な
か
っ
た
の
で
翌
日
か
ら
失
職
、
台
車
は
売
却
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。

か
つ
て
は
競
馬
場
で
馬
の
世
話
を
し
定
年
で
退
職
し
た
や
さ
し

そ
う
な
お
方
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
４
頭
の
ロ
バ
を
交
代
で
休
ま
せ
、

時
に
は
順
番
を
変
え
、
体
調
を
う
ま
く
見
て
や
っ
て
い
た
こ
と
の

説
明
も
、
わ
ざ
わ
ざ
ロ
バ
の
た
め
に
元
気
を
つ
け
て
や
る
ん
や
と

漢
方
薬
を
買
っ
て
き
て
や
っ
た
り
、
欠
か
さ
ず
青
草
を
背
お
っ
て

出
勤
し
て
い
た
こ
と
の
事
実
も
記
事
に
は
書
か
れ
て
い
な
か
っ

答
え
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

み
な
さ
ん
、
プ
ロ
飼
育
員
の
手

厚
い
世
話
で
、
の
ほ
ほ
ん
と
暮
す

動
物
園
の
動
物
た
ち
の
方
が
野
生

よ
り
よ
ほ
ど
長
生
き
だ
と
い
う
事

実
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。

八
王
子
動
物
園
学
芸
員
／
写
真

も
Ｖ

を
引
く
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
休

ま
せ
て
し
ま
う
と
運
動
不
足
に
な

っ
て
長
生
き
で
き
な
い
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

〔
馬
車
ヤ
メ
ロ
派
意
見
〕

動
物
園
は
動
物
を
愛
護
す
る
場

所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
し
か
も

汽
車
や
飛
行
塔
と
い
う
子
供
の
乗

物
も
あ
る
し
、
第
一
、
金
儲
け
の

た
。
そ
の
馬
好
き
の
お
じ
さ
ん
が

淋
し
そ
う
に
毎
日
手
入
に
使
っ
た

ブ
ラ
シ
や
タ
オ
ル
を
片
手
に
「
み

ん
な
元
気
で
な
、
ま
た
会
い
に
き

て
や
る
さ
か
い
な
」
何
度
も
何
度

も
ロ
バ
を
な
で
て
や
り
、
と
ぼ
と

ぼ
と
去
っ
て
行
っ
た
姿
、
私
は
は

っ
き
り
と
覚
え
て
い
る
。
今
ご
健

在
な
ら
即
才
を
迎
え
て
お
ら
れ
る

こ
と
だ
ろ
う
。

そ
し
て
足
掛
け
訓
年
。
い
ま
も

お
よ
そ
犯
才
を
迎
え
る
オ
ス
ー
頭

が
健
在
で
、
後
ぞ
え
の
メ
ス
が
懐

妊
中
で
あ
る
。

か
つ
て
、
昭
和
詔
年
５
月
、
上

野
動
物
園
に
も
鈍
才
を
迎
え
る
ロ

バ
一
文
字
号
が
い
た
。
戦
争
中
負

傷
兵
の
輸
送
に
当
り
終
戦
後
上
野

１
１１６
１

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



117

幼 児歯科
小児歯科

SAMOTOPEDIATRICDENTIsTRY

佐本小児歯科

母親教室
(初診日） 火曜日午前９時3 0 分

金曜日午後１時3 0 分

（木曜日は休診）

そごう前センター街東角・さんちか入口
住友銀行三宮ピル６階
〒6 5 0 生田区加納町５丁目３９

ＴＥＬ（078)3311-6302～３

こんにちは赤ちゃん

東山大志くん/ 灘区鶴甲

完全看護☆冷暖房完備☆病院前駐車可能
一一←

量 柿沼産婦人科

芦屋市大析町１番1 8 号
芦屋市民センター( ルナホール) 東南
盃芦屋（0 7 9 7 ）3 1 - 1 2 3 4 代表
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雲信安心の留学

ＥＮＧＬＡＮＤ
お一人でもいつでも
安心して留学できます６

ﾄｯブﾅｯﾁは治安よいｲ羊ﾘｽﾛﾝドﾝに事務所を
ｵｰプﾝしておかげさまでもう8年目ですも
日本人ｽ ﾀ ｯ ﾌが日常生活のｱドバｲ ｽなど
きめ細かい．ｻｰピｽが大変好評両も

｡短期4週間から￥39 8
1 年間の長期まで､ あなたの希望に

●

海外留学・海外旅行その他
旅行に関することなら何で
もお気軽にご相談ください。
みなさまのお越しをスタッ
フ－．同心よりお待ちしてお
ります。

神戸支
新井

店長
和宏

,000から
ご相談に応じます。

運淋臣登録- 股旅行業第4 9 2 号ＴＯＰＮＯＴＣＨｌＮＣ

ま｡ , 卿認蕊歩竺｡ ｡俺玖デ

蕊
〒6 5 1 神戸市葺合区琴緒町5 - 7

本社
海外支店

壷(078)2422695㈹
東京
ロンドン／リージントストリート
パリ／シャンゼリーゼ通り

、中Ｊ１等過ノＺ麺1R丑;』

お
申
込
み
は
『
‐
た
か
は
し
も
う
出
版
会
」
（
月
刊
神
戸
っ
子
編
集
部
内
）

送
金
方
法
／
太
陽
神
戸
銀
行
三
宮
セ
ン
タ
ー
‐
ピ
ル
支
店
普
通
預
金
一
一
五
二
七
○
四
「
た
か
は
し
も
う
出
版
会
」

ま
た
は
月
刊
神
戸
っ
子
あ
て
現
金
送
金
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容
「
最
新
カ
ラ
ー
マ
ン
ガ
Ｌ
（
９
頁
）

「
笑
点
加
年
」
（
鮒
頁
）
「
似
顔
絵
一
○
○
人
」
（
別
頁
）

「
ニ
ュ
ー
ス
マ
ン
ガ
家
の
一
日
」
（
４
頁
）

二
、
五
○
○
円

〔
送
料
二
○
○
円
〕

ニ
ュ
ー
ス
漫
画
Ａ
神
戸
新
聞
〃
笑
点
″
Ｖ
を

必
死
の
パ
ッ
チ
て
描
き
続
け
て
七
、
○
○
○
回
（
え
○
年
）

八
海
軍
め
し
た
き
物
語
Ｖ
が
好
評
の

た
か
は
し
も
う
笑
品
集
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ノ
コ
ち
や
ん

●
小
山
乃
里
子
の

ツは

□
ぶ
は
ら

八
”
Ｖ
す
ぱ
い
す
れ
す
と
ら
ん
ぶ

八
躯
Ｖ
し
ス
ト
ラ
ン
フ

華
｛
麓
な
る
食
べ
あ
る
記

一
★
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
雰
囲
気
を
満
喫
、
ス
パ
イ
ス
も
四
十
種
一

０
日
０
■
●
６
０
０
●
。
■
■
ｂ
０
■
。
。
ｂ
ｐ
０
０
■
４
●
■
■
■
０
８
０
６
８
０
６
９
＃
０
０
８
０
０
０
’
０
口
０
０
日
０
０
８
０
日
日
日
０
６
０
８
ｌ
ｔ
０
６
８
ｉ
Ｄ
＆
■
９
Ｆ
◆
４
０
●
。
■
０
０
０
０
＃
心
竹
０
．

い
つ
の
日
か
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
た
ど
り
た
い
と
想
う
。
昔
、

ヘ
デ
ィ
ン
の
中
央
ア
ジ
ア
探
険
記
な
る
本
を
読
み
、
さ
ま
よ
え
る

湖
〃
ロ
ブ
ノ
ー
ル
湖
″
に
夢
を
は
せ
た
。
井
上
靖
の
「
敦
煙
」
も

輪
を
か
け
た
。
そ
ん
な
私
に
、
今
日
は
嬉
し
い
お
店
の
紹
介
で
あ

る
。す

ぱ
い
す
れ
す
と
ら
ん
「
ぷ
は
ら
」
。
ブ
ハ
ラ
と
は
、
ソ
連
ウ
ズ

ベ
ク
共
和
国
の
古
都
の
名
で
あ
り
、
そ
の
街
の
中
、
た
く
さ
ん
の

遺
跡
が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
中
山
手
の
北
野
坂
、
ソ
ネ

の
向
い
っ
側
の
、
地
下
へ
と
通
ず
る
階
段
、
も
う
そ
の
壁
か
ら
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
の
写
真
な
ど
が
は
っ
て
あ
り
、
雰
囲
気
は
充
分
。
扉

を
あ
け
る
と
、
七
、
八
坪
の
面
積
に
テ
ー
ブ
ル
が
四
つ
。
ま
つ
先

に
奥
の
四
角
い
ダ
ン
ス
に
目
が
い
っ
た
。
江
戸
時
代
あ
た
り
、
薬

屋
さ
ん
な
ど
に
あ
っ
た
百
味
ダ
ン
ス
と
い
う
や
つ
で
、
ひ
き
出
し

が
全
部
で
八
十
一
あ
る
。
そ
の
中
に
ぎ
っ
し
り
ス
パ
イ
ス
が
入
っ

て
い
る
。
ま
あ
間
い
て
び
っ
く
り
、
ス
パ
イ
ス
っ
て
百
二
十
か
ら

三
十
も
種
類
が
あ
る
そ
う
な
。
日
本
で
作
れ
る
も
の
は
数
少
な
く

ほ
と
ん
ど
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
現
状
で
、
そ
れ
で
も
こ
の
店
は
四

十
種
位
を
置
い
て
あ
る
。
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
も
す
で
に
何
種
類
か
。

匂
い
で
も
わ
か
ら
な
い
。
「
タ
イ
ム
」
「
マ
ジ
ョ
ラ
ン
」
「
ニ
ッ
キ

ー
」
「
グ
リ
ー
ン
ペ
ッ
パ
ー
」
「
ク
ロ
ー
ブ
」
「
タ
ー
メ
リ
ッ
ク
」
。

さ
て
肝
心
の
お
料
理
は
、
と
、
メ
ニ
ュ
ー
を
見
て
も
、
も
一
つ

よ
く
わ
か
ら
な
い
か
ら
コ
ー
ス
に
頼
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
は
ア

ペ
リ
テ
ィ
フ
。
ス
パ
イ
ス
入
り
の
オ
ー
ル
ポ
ー
・
ア
ク
ワ
ヴ
イ
ー

ト
。
北
欧
の
お
酒
で
あ
る
。
か
な
り
き
つ
い
の
に
口
当
り
は
バ
ッ

グ
ン
。
・
ハ
・
ハ
ド
ウ
と
い
う
ス
パ
イ
ス
せ
ん
べ
い
が
出
た
。
・
ハ
リ
・
ハ

リ
と
し
て
い
て
、
こ
れ
は
こ
し
ょ
う
と
お
塩
入
り
。
豆
と
野
菜
の

ス
ー
プ
。
イ
ン
ド
か
ら
中
近
東
に
か
け
て
こ
の
ス
ー
プ
が
朝
の
街

で
売
ら
れ
て
い
る
そ
う
な
。
あ
－
、
行
き
た
い
な
ぁ
。
サ
モ
サ
、

こ
れ
は
知
っ
て
る
。
イ
ン
ド
料
理
で
良
く
食
べ
た
。
横
に
つ
い
て

る
緑
色
の
も
の
は
何
だ
。
へ
え
－
、
ハ
ー
ブ
と
レ
モ
ン
と
玉
ね
ぎ

を
す
っ
た
も
の
で
す
か
。
ハ
ー
ブ
は
の
ど
の
痛
み
に
、
私
の
愛
用

品
な
の
だ
け
ど
、
こ
ん
な
色
し
て
る
の
か
ぁ
。
中
近
東
原
産
と
い

う
な
す
の
サ
ラ
ダ
。
セ
ロ
リ
を
こ
ま
か
く
切
っ
て
ま
ぶ
し
て
あ
る

の
が
実
に
さ
っ
ぱ
り
し
た
味
で
あ
る
。
お
な
じ
み
の
シ
シ
カ
バ
ブ

ー
が
出
て
来
た
。
シ
シ
は
串
、
カ
バ
ブ
ー
が
焼
く
と
い
う
意
味
だ

そ
う
で
、
イ
ン
ド
み
つ
ば
（
い
ん
さ
い
、
コ
リ
ア
ン
ダ
ー
と
も
い

う
）
の
線
が
あ
ざ
や
か
。
小
さ
な
こ
ん
ろ
の
上
で
、
ぐ
つ
ぐ
っ
と

煮
え
て
来
た
の
が
ラ
ム
鍋
（
ロ
ー
ガ
ン
ジ
ョ
ー
シ
）
。
ラ
ム
を
こ
し

ょ
う
、
カ
ル
ダ
モ
ン
、
ク
ミ
ン
、
コ
リ
ア
ン
ダ
ー
、
し
ょ
う
が
、

玉
ね
ぎ
な
ど
の
中
に
つ
け
込
ん
で
ギ
ー
ト
（
油
）
で
た
く
の
だ
が
、

クら

１
１１９
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▲約4 0 種類のスパイスを駆使。手前左がシシカバブ。
右はラム鍋。上の三角形がサモサ。

ぶはら

キ

ロ
フ
ッ
ク

ｆ
Ｏ
ｂ
Ｊ
■
Ｏ
ｑ
６
●
０
０
●
凸
４
０
Ｐ
０
６
０
ａ
●
０
凸
ｐ
６
ｂ
Ｄ
ｐ
０
Ｉ
０
０
Ｄ
Ｉ
卜
ｐ
ｐ
ｂ
■
０
■
Ｏ
０
０
Ｕ
ｂ
０
０
●
８
０
日
４
０
０
０
■
Ｄ
Ｄ
４
Ｉ
Ｏ
Ｏ
■
０
■
０
０
８
０
０
０
●
Ｉ
●
９
０
■
０
曲
０
，
９
６

－
☆
ス
テ
ー
キ
、
ワ
イ
ン
、
世
界
の
料
理
が
楽
し
め
る

０
４
噌
守
。
■
■
■
■
■
Ｕ
ｄ
■
ｄ
凸
口
ｑ
ｄ
■
４
８
０
０
■
４
８
①
、
●
４
ｂ
０
Ｃ
６
４
Ｄ
９
０
ｊ
６
０
０
０
ｂ
４
９
ｂ
ｐ
■
■
■
■
■
■
０
８
９
日
Ｏ
ｂ
ｑ
９
０
０
■
０
６
０
０
■
Ｄ
Ｏ
Ｂ
■
＃
■
■
０
６
６
■
０
６
ｐ

元
町
の
南
京
街
あ
た
り
、
目
を
み
は
る
よ
う
に
き
れ
い
に
な
っ

た
。
ピ
カ
ピ
カ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な
く
な
り
、
あ
ち
こ

ち
に
し
ゃ
れ
た
喫
茶
店
な
ど
が
出
来
て
い
る
。
一
瞬
不
安
に
な
っ

た
。
フ
ッ
ク
も
も
う
か
れ
こ
れ
三
年
は
来
て
い
な
い
。
店
が
変
っ

た
と
い
う
話
は
聞
い
て
い
な
い
け
ど
、
た
し
か
こ
こ
を
入
っ
て
、

左
へ
行
っ
て
、
あ
ｌ
、
あ
っ
た
あ
っ
た
、
こ
の
階
段
、
や
っ
ぱ
り

両
側
に
ず
ら
り
と
花
の
鉢
植
え
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
前
、
こ
の
鉢

植
え
の
一
つ
を
も
う
少
し
で
け
と
ば
し
そ
う
に
な
り
、
あ
っ
と
思

っ
た
瞬
間
、
階
段
を
三
段
程
ふ
み
は
ず
し
た
ん
だ
つ
け
。
今
日
は

恥
を
か
く
ま
い
ぞ
。

扉
を
あ
け
て
く
れ
た
の
は
異
国
の
人
だ
っ
た
。
階
段
を
上
る
足

音
で
美
人
が
わ
か
っ
ち
ゃ
っ
た
の
か
な
ぁ
。
に
っ
こ
り
笑
っ
て
、

サ
ン
キ
ュ
ー
、
と
勝
手
知
っ
て
る
て
い
で
左
へ
と
歩
き
出
し
た
ら

「
あ
－
、
こ
っ
ち
で
す
。
あ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
の
横
を
ず
っ
と
奥
へ

…
…
」
「
え
え
っ
。
前
は
こ
こ
壁
と
ち
や
い
ま
し
た
？
」
「
は
ぁ
、

一
年
前
、
こ
ち
ら
に
も
部
屋
を
造
り
ま
し
た
」
奥
ま
っ
た
部
屋
、

ま
ず
目
に
つ
い
た
の
が
ワ
イ
ン
カ
ラ
ー
の
長
椅
子
だ
っ
た
。
な
ん

と
も
い
え
な
い
素
敵
な
色
で
、
い
っ
ぺ
ん
に
気
に
い
っ
た
。
料
理

「スパイスは香りと色と辛みの三要素が大事です」と
話す樫山讃夫さん。

０
１
２
１
１

お
肉
の
や
わ
ら
か
い
》
）
と
。
こ
れ
は
お
い
し
い
。
え
っ
、
ま
だ
あ

る
ん
で
す
か
。
野
菜
カ
レ
ー
を
サ
フ
ラ
ン
御
飯
で
い
た
だ
く
っ

て
、
入
る
か
な
ぁ
、
お
腹
い
っ
ぱ
い
な
の
に
と
い
い
な
が
ら
。
ヘ
ロ

リ
と
食
べ
た
。

カ
ル
ダ
モ
ン
と
い
う
ア
フ
ガ
ニ
ス
カ
ン
の
お
茶
を
飲
ん
で
、
ふ

と
天
井
を
み
上
げ
れ
ば
赤
と
黒
の
素
敵
な
も
よ
う
。
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
へ
は
仲
々
行
け
そ
う
も
な
い
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
こ
こ
で
し
ば

し
の
雰
囲
気
だ
け
で
も
ひ
た
り
に
来
よ
う
。

シ
シ
カ
バ
ブ
／
１
４
５
０
円
ラ
ム
鍋
／
１
６
０
０
円
各
種
カ
レ
ー
８
０
０
１
９

５
０
円
ス
パ
イ
ス
テ
ィ
／
３
５
０
円
ｌ
ぷ
は
ら
コ
ー
ス
／
２
０
０
０
円

生
田
区
中
山
手
通
１
１
四
ク
ラ
ン
ヤ
マ
テ
ピ
ル
Ｂ
１
衝
２
４
１
‐
７
０
１
７

午
前
皿
時
半
ｌ
午
後
２
時
午
後
５
時
１
９
時
Ｒ
暇
休
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を
食
べ
に
来
て
ま
ず
椅
子
を
ほ
め
ち
ゃ
あ
悪
い
か
な
あ
。
ま
あ
し

か
し
、
お
い
し
く
料
理
を
い
た
だ
く
に
は
、
そ
の
部
屋
の
雰
囲
気

っ
て
も
の
が
と
て
も
大
事
だ
と
思
う
け
ど
。

シ
ェ
フ
の
茅
切
さ
ん
。
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
か
ら
六
甲
オ
リ

エ
ン
タ
ル
、
そ
し
て
請
わ
れ
て
十
年
前
。
こ
の
フ
ッ
ク
神
戸
店
開

店
と
同
時
に
こ
ち
ら
に
移
っ
た
お
方
。
顔
つ
き
、
言
葉
づ
か
い
、

や
さ
し
い
の
で
す
。
こ
こ
の
料
理
は
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
基
調
と

し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
料
理
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
は
エ
ス
カ
ル
ゴ
の

森
林
風
。
去
年
の
秋
か
ら
新
し
く
メ
ニ
ュ
ー
に
仲
間
入
り
し
た
も

の
。
エ
ス
カ
ル
ゴ
の
殻
蒸
し
、
つ
ま
り
、
身
と
、
し
め
じ
、
え
の

き
だ
け
、
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
、
な
め
こ
な
ど
を
い
た
め
て
パ
セ
リ

の
み
じ
ん
切
り
を
上
に
散
ら
し
て
い
る
。
し
め
じ
な
ど
全
て
日
本

で
作
れ
る
も
の
を
使
っ
て
い
る
。
こ
の
全
て
日
本
で
と
れ
る
も
の

を
使
っ
て
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
、
と
い
う
の
が
シ
ェ
フ
の
一
つ
の
信

念
の
よ
う
で
あ
る
。

白
、
黒
、
グ
リ
ー
ン
、
三
種
の
。
へ
パ
ー
を
使
っ
て
、
・
へ
．
ハ
ー
ス

テ
ー
キ
。
こ
ろ
こ
ろ
と
こ
ろ
が
る
山
枢
を
お
肉
に
の
っ
け
て
食
べ

る
。
肉
料
理
は
、
ま
あ
い
わ
ば
フ
ッ
ク
の
看
板
だ
か
ら
、
口
の
中

で
と
ろ
け
る
よ
う
な
甘
さ
と
い
う
か
香
り
と
い
う
か
、
や
わ
ら
か

さ
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

サ
ラ
ダ
の
上
に
、
ベ
ー
コ
ン
を
カ
ラ
カ
ラ
に
焼
い
て
こ
ま
か
く

く
だ
い
た
も
の
が
乗
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
ま
た
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
と

う
ま
く
合
っ
て
、
く
ど
く
な
く
、
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
る
。
デ
ザ
ー

ト
は
、
な
ん
と
牛
の
脂
を
使
っ
た
プ
リ
ン
。
ど
ん
な
も
の
が
出
て

来
る
や
と
思
っ
た
ら
、
ラ
ム
酒
に
つ
け
た
プ
ラ
ム
ケ
ー
キ
。
中
に

入
っ
て
る
白
い
も
の
が
牛
の
脂
な
そ
う
な
。
季
節
で
デ
ザ
ー
ト
は

色
々
変
わ
る
ら
し
い
。

最
後
に
も
う
一
つ
。
ワ
イ
ン
の
グ
ラ
ス
が
、
一
つ
こ
っ
そ
り
も

っ
て
帰
ろ
う
か
と
思
う
位
気
に
い
っ
た
。

蛤
の
ス
ー
プ
フ
ッ
ク
風
／
６
０
０
円
ス
モ
ー
ク
サ
ー
モ
ン
／
１
０
０
０
円
ソ
ー

ル
メ
ゾ
ン
／
２
３
０
０
円
ペ
パ
ー
ス
テ
ー
キ
／
５
０
０
０
円

神
戸
店
・
生
田
区
栄
町
通
２
丁
目
型
麓
３
２
１
１
３
４
５
３

午
前
皿
時
半
ｌ
午
後
２
時
、
午
後
５
時
１
，
時
半
（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
）
日
暇
／
午

後
４
時
１
，
時
無
休

大
阪
店
／
大
阪
市
北
区
兎
我
野
町
衝
０
６
１
３
１
２
１
３
０
５
０

フシク

l 日本の材料でフランス料理を、というのがこれから
のいき方だと思います」と話すシェフの茅切勇さん。

△手前がバターの香り豊かなエスカルゴ森林風。. 上左
は三種のペパーを使って焼いたペパー・ステーキ。

’
1２１
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護
国
神
社
ｌ
柚
谷
ｌ
柚
谷
峠
ｌ
丁
字
が
辻
’
一
軒
茶
屋
ｌ
魚
屋
道
ｌ
有
馬
温
泉

六
甲
最
高
峰
の
ア
ン
テ
ナ

久
保
田
武
八
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
社
校
閲
部
長
Ｖ

撫
舞

…
い
…

「
開
い
て
る
ノ
開
い
て
る
／
、
開
い
て
ま
す
ノ
．
」
カ
メ
ラ
マ
ン

役
の
編
集
部
の
Ｓ
さ
ん
が
、
振
り
返
っ
て
叫
ん
だ
。
三
人
と
も
空

腹
だ
っ
た
。
そ
の
う
え
、
寒
か
っ
た
。
こ
ん
な
寒
い
季
節
に
登
山

す
る
変
わ
り
者
は
、
そ
ん
な
に
い
な
い
。
店
も
や
っ
て
い
な
い
ん

じ
ゃ
あ
な
い
か
と
い
う
心
配
が
、
三
人
の
頭
の
中
に
は
あ
っ
た
。

で
も
、
そ
れ
は
よ
け
い
な
心
配
だ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
私
は
六
甲
山
頂
は
十
国
展
望
台
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
と

ば
か
り
思
っ
て
い
た
。
だ
い
た
い
が
方
向
オ
ン
チ
だ
し
、
地
形
の

高
低
な
ど
わ
か
る
は
ず
が
な
い
。
一
つ
の
〃
目
的
地
″
一
軒
茶
屋

は
、
わ
ず
か
な
下
り
勾
配
が
あ
る
道
の
右
側
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で

私
た
ち
は
、
温
か
い
〃
ぜ
ん
ざ
い
〃
を
か
き
こ
む
よ
う
に
し
て
食

べ
た
。店

の
前
を
通
っ
て
い
る
道
を
は
さ
ん
で
向
う
側
が
ち
ょ
っ
と
し

た
高
地
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
上
に
、
ば
か
で
っ
か
い
パ
ラ
ボ
ラ

ア
ン
テ
ナ
が
見
え
る
。
〃
ぜ
ん
ざ
い
〃
を
食
べ
て
、
体
が
温
ま
つ

宮
勝

た
あ
と
で
、
案
内
役
の
小
泉
正
巳
さ
ん
は
「
六
甲
最
高
峰
は
、
あ

そ
こ
だ
よ
」
と
い
っ
た
。

灘
に
あ
る
護
国
神
社
か
ら
長
峰
中
学
、
カ
ナ
デ
ィ
ァ
ン
。
ア
カ

デ
ミ
ー
の
、
も
の
す
ご
い
急
勾
配
の
坂
道
に
、
ド
肝
を
抜
か
れ
、

ち
ょ
う
ど
ぶ
つ
か
っ
た
登
校
時
の
中
学
生
と
、
そ
の
坂
道
を
い
っ

し
ょ
に
登
り
な
が
ら
「
こ
ん
な
坂
を
毎
日
登
っ
て
学
校
へ
通
っ
て

い
る
ん
だ
か
ら
長
峰
中
学
の
生
徒
に
は
肥
満
児
は
い
な
い
だ
ろ
う

な
」
と
胸
の
う
ち
で
つ
ぶ
や
い
て
い
た
こ
ろ
は
、
ま
だ
よ
か
っ
た
。

こ
れ
よ
り
「
柚
谷
峠
へ
」
と
い
う
標
識
の
あ
る
と
こ
ろ
を
、
し

ば
ら
く
行
く
と
大
き
な
岩
や
石
こ
ろ
の
道
が
急
に
せ
ば
ま
る
。
砂

防
ダ
ム
で
も
作
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
い
ま
ま
で
登
っ
て
き
た

川
の
あ
る
道
を
、
こ
ん
ど
は
ウ
回
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の

仮
設
道
の
高
さ
ま
で
丸
太
ん
棒
の
ハ
シ
ゴ
が
垂
直
の
よ
う
な
角
度

で
か
か
っ
て
い
る
。
一
生
懸
命
つ
か
ま
り
な
が
ら
、
や
っ
と
登
る
。

「
え
ら
い
と
こ
ろ
へ
、
つ
れ
て
き
て
」
と
、
こ
の
ル
ー
ト
を
選
ん

だ
小
泉
さ
ん
が
、
う
ら
め
し
い
。

川
床
に
、
大
き
な
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
一
台
。
工
事
中
の
も
の
な

の
だ
ろ
う
が
、
あ
た
り
に
人
か
げ
が
見
え
な
い
か
ら
、
ま
る
で
捨

て
ら
れ
た
よ
う
に
放
置
さ
れ
て
い
る
。
石
こ
ろ
ば
か
り
の
道
も
な

い
と
こ
ろ
に
、
ど
う
し
て
運
ん
で
き
た
の
だ
ろ
う
。
三
人
の
結
論

は
「
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
な
い
や
ろ
か
」
と
い
う
こ
と
に
落
ち
つ
い

た
。や

っ
と
の
思
い
で
、
通
常
の
登
山
道
へ
出
る
。
途
中
か
ら
石
段

が
つ
づ
く
。
底
の
厚
い
登
山
靴
を
は
い
た
小
泉
さ
ん
や
Ｓ
さ
ん
は
、

石
段
が
苦
手
な
よ
う
だ
。
急
に
、
パ
ァ
ー
ッ
と
、
神
戸
港
か
ら
大

１
１２２
１
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阪
湾
へ
か
け
て
の
眺
望
が
ひ
ろ
が
る
。
す
ご
い
な
が
め
だ
っ
た
。

目
が
洗
わ
れ
る
、
と
い
う
の
は
、
こ
ん
な
と
き
の
表
現
な
の
だ
ろ

う
。
太
陽
の
光
が
ハ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
お
こ
し
て
、
海
が
銀
色
に
ひ

か
っ
て
い
る
。
そ
の
色
と
空
の
色
が
融
け
あ
っ
て
、
水
平
線
が
ど

こ
に
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
空
と
海
と
が
一
つ
に
な
っ
た
景
色

が
、
目
の
前
に
あ
っ
た
。

ど
の
あ
た
り
か
ら
か
、
白
い
も
の
が
舞
い
は
じ
め
て
い
た
。
山

の
上
は
雪
空
だ
っ
た
。
山
の
天
気
は
、
一
瞬
に
し
て
変
わ
る
。
小

雨
が
雪
に
変
わ
り
、
し
か
も
そ
れ
が
激
し
く
な
っ
た
か
と
思
え
ば

ピ
タ
リ
と
止
む
。
こ
ん
ど
は
ガ
ス
だ
。
山
の
ず
っ
と
上
の
方
か
ら角屠逝にて。後方に樹氷で白く見える六甲最高峰をのぞむ。筆者く右＞と小泉正巳さん

流
れ
て
き
て
、
い
つ
の
ま
に
か
あ
た
り
を
覆
う
。
つ
ぎ
の
瞬
間
、

雪
が
走
る
。
激
し
く
走
る
。
被
服
を
通
し
て
、
そ
の
下
の
皮
層
が

キ
ュ
ー
ン
と
ひ
き
し
ま
る
。
歩
く
、
歩
く
、
休
ん
で
は
い
ら
れ
な

い
。私

は
、
幸
運
だ
っ
た
。
小
泉
さ
ん
は
「
お
と
と
し
か
ら
六
甲
に

登
っ
て
る
け
ど
、
は
じ
め
て
や
」
と
、
感
心
し
た
よ
う
に
い
っ
た
。

Ｓ
さ
ん
は
「
満
開
の
桜
み
た
い
で
す
ね
。
き
れ
い
ナ
ー
」
と
、
カ

メ
ラ
マ
ン
の
目
で
い
っ
た
。
〃
樹
氷
〃
だ
っ
た
。
私
に
と
っ
て
は
、

二
十
年
ほ
ど
前
に
雲
仙
で
見
て
以
来
の
、
樹
氷
だ
っ
た
。

樹
氷
に
会
う
あ
た
り
か
ら
、
パ
ラ
ボ
ラ
は
見
え
て
い
た
。
で
っ

か
い
ナ
ー
と
思
っ
た
が
、
た
だ
そ
れ
だ
け
だ
っ
た
。

一
軒
茶
屋
の
若
主
人
に
、
お
話
を
き
く
。

「
あ
の
パ
ラ
ボ
ラ
は
、
ど
こ
か
の
テ
レ
ビ
局
の
も
の
で
す
か
？
」

「
あ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
も
の
で
す
よ
」
と
若
主
人
。

「
え
っ
、
ま
だ
ア
メ
リ
カ
が
日
本
に
お
り
ま
す
の
ん
？
」
と
、
こ

ち
ら
は
と
ん
ち
ん
か
ん
。

「
二
十
二
年
に
接
収
さ
れ
た
ま
ま

や
と
き
い
て
ま
す
。
佐
世
保
と
横

田
と
こ
こ
だ
け
ら
し
い
で
す
ね
」

い
ま
、
小
泉
さ
ん
に
教
え
て
も

ら
っ
た
ば
か
り
の
六
甲
最
高
峰
、

神
戸
の
人
た
ち
み
ん
な
が
「
六
甲

さ
ん
」
と
親
し
ん
で
い
る
山
の
て

つ
ぺ
ん
に
外
国
の
基
地
が
あ
る
〃

む
か
し
、
神
戸
の
住
吉
で
と
れ

た
魚
を
有
馬
へ
運
ん
だ
と
い
う
魚

屋
道
（
と
と
や
み
ち
）
を
下
り
な

が
ら
、
そ
の
こ
と
ば
か
り
を
私
は

考
え
て
い
た
。

１
１２３
１
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須
磨
ｌ
宝
塚
間
閃
キ
ロ
初
体
験
記

挑
戦
／
、
六
甲
全
山
縦
走

酒
井
茂
樹
八
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
ア
ナ
ウ
ン
サ
－
Ｖ

百
戦
練
磨
の
山
好
き
の
み
な
さ
ん
が
執
筆
す
る
、
こ
ん
な
コ
ー

ナ
ー
に
、
私
の
よ
う
な
山
に
関
し
て
全
く
の
素
人
が
、
顔
を
並
べ

て
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
も
六
甲
登
山
の
総
仕
上
げ
と
も
い
う

べ
き
、
六
甲
全
山
縦
走
（
記
キ
巳
を
テ
ー
マ
に
と
り
あ
げ
る
な
ん

て
。
…
・
・
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
Ｔ
Ｖ
の
近
畿
の
話
題
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
六
甲
全
山
縦

走
」
ｎ
月
皿
円
午
前
７
時
加
分
放
送
）
を
、
ご
ら
ん
頂
い
た
方
な
ら
、

お
わ
か
り
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
れ
に
は
深
－
い
理
由
が
あ
る
の

で
す
。六

甲
全
縦
を
と
り
あ
げ
よ
う
と
い
う
番
組
の
企
画
会
議
の
中
で

「
参
加
者
を
サ
イ
ド
か
ら
ク
ー
ル
に
リ
ポ
ー
ト
し
よ
う
」
と
い
う

リ
ポ
ー
タ
ー
の
私
の
意
見
に
対
し
て
、
担
当
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

達
は
申
し
合
せ
た
よ
う
に
、
「
番
組
と
し
て
は
、
リ
ポ
ー
タ
ー
み
ず

か
ら
が
、
全
縦
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
方
が
お
も
し
ろ
い
と
思
う
」

と
、
主
張
す
る
の
で
す
。
「
そ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
た
っ
て
、
何
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
も
し
て
い
な
い
し
、
、
キ
ロ
そ
こ
そ
こ
な
ら
い
ざ
知

ら
ず
、
弱
キ
ロ
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
。
途
中
で
、
ダ
ウ
ン
し
て
番

組
の
中
で
笑
い
も
の
に
さ
れ
る
の
は
い
や
だ
よ
」
こ
う
主
張
は
し

て
み
た
も
の
の
、
多
勢
に
無
勢
、
と
う
と
う
無
謀
な
挑
戦
を
強
い

ら
れ
る
羽
目
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
私
が
承
諾

す
る
と
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
達
は
、
ニ
ャ
ニ
ャ
笑
い
な
が
ら
「
同

じ
歩
く
な
ら
、
い
か
に
も
ベ
テ
ラ
ン
山
男
風
に
、
衣
裳
が
き
ま
っ

て
い
る
方
が
、
落
伍
し
た
と
き
に
お
も
し
ろ
い
よ
。
今
す
ぐ
、
登

山
用
具
店
に
行
っ
て
、
衣
裳
を
そ
ろ
え
よ
う
」
「
何
を
言
う
か
、

ひ
と
の
気
も
知
ら
な
い
で
」
か
く
し
て
、
私
は
、
は
い
た
こ
と
も

な
い
ニ
ッ
カ
ボ
ッ
カ
に
登
山
靴
、
さ
ら
に
、
チ
ロ
リ
ァ
ン
ハ
ッ
ト

と
、
い
か
に
も
健
脚
そ
う
な
山
男
に
変
身
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

眠
れ
ぬ
夜
が
あ
け
た
。
全
縦
市
民
大
会
の
行
な
わ
れ
る
ｎ
月
哩

日
（
日
）
の
朝
ま
だ
暗
い
午
前
５
時
、
き
の
う
か
ら
の
雨
も
や
ん
で

絶
好
の
ハ
イ
キ
ン
グ
日
和
り
に
な
り
そ
う
で
す
。
ス
タ
ー
ト
地
点

は
、
須
磨
浦
公
園
。
前
夜
か
ら
、
寝
袋
で
泊
り
込
ん
だ
人
も
含
め

て
、
も
う
千
人
近
い
人
が
、
ス
タ
ー
ト
を
待
っ
て
い
ま
す
。
み
ん

な
、
こ
の
日
の
た
め
に
、
早
朝
登
山
や
マ
ラ
ソ
ン
で
訓
練
し
て
き

た
人
達
ば
か
り
で
す
。
そ
し
て
私
は
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
や
カ
メ

ラ
マ
ン
の
冷
や
か
な
（
私
に
は
そ
う
聞
こ
え
た
）
「
頑
張
っ
て
よ
。

い
つ
棄
権
し
て
も
い
い
か
ら
ね
」
の
声
を
背
に
う
け
な
が
ら
５

時
加
分
、
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
す
。
ま
ず
、
目
指
す
健
鉢
伏
山

（
班
、
）
。
ス
タ
ー
ト
後
加
分
。
だ
め
で
す
。
慣
れ
な
い
登
山
靴
な

ん
か
は
い
た
せ
い
か
、
も
う
足
が
痛
い
の
で
す
。
「
こ
ん
な
状
態

で
は
半
分
も
行
か
な
い
う
ち
に
、
棄
権
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

八
そ
の
詑
Ｖ

４ 菊水山頂へ向う筆者
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悪癖輔

て
再
度
山
（
棚
、
）
か
ら
、
あ
の
地
獄
の
よ
う
な
急
な
天
狗
道
を
過

ぎ
て
、
摩
耶
山
頂
（
剛
、
）
に
た
ど
り
つ
い
た
と
き
は
、
３
時
を
ま

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
摩
耶
山
頂
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
の
そ
ば
を
通
っ
た

と
き
の
、
こ
れ
に
乗
れ
ば
帰
れ
る
ん
だ
と
い
う
誘
惑
は
、
今
で
も

は
っ
き
り
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
と
も
か
く
足

が
、
た
だ
交
互
に
、
前
に
出
て
い
る
だ
け
と
い
う
感
じ
な
の
で
す
。

第
三
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
六
甲
ゴ
ル
フ
場
に
着
い
た
の
は
、
も

う
あ
た
り
も
暗
い
、
締
切
り
時
間
一
分
前
の
午
後
４
時
的
分
。
そ

れ
か
ら
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
最
終
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
東
六
甲

縦
走
路
分
岐
点
に
着
い
た
の
が
、
締
切
り
時
間
の
６
時
釦
分
。
当

然
の
こ
と
な
が
ら
、
私
が
、
最
後
尾
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
わ
け
で
す
。

あ
と
ゴ
ー
ル
ま
で
喝
キ
ロ
。
こ
こ
か
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
下
り
ば

か
り
と
は
い
え
、
ひ
き
つ
っ
た
足
の
痛
さ
は
、
下
り
が
い
ち
ば
ん

こ
た
え
ま
す
。
私
の
前
後
を
、
ま
つ
赤
な
地
に
〃
最
後
尾
″
と
白

く
染
め
ぬ
か
れ
た
ゼ
ッ
ケ
ン
を
つ
け
た
係
の
人
達
が
つ
い
て
歩
い

て
く
れ
ま
す
。
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
を
つ
け
て
、
そ
れ
こ
そ
一
歩
一
歩

を
数
え
る
よ
う
に
し
て
歩
く
こ
と
、
３
時
間
。
つ
い
に
め
ざ
す
宝

塚
の
灯
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
灯
を
見
な
が
ら
、

さ
ら
に
一
時
間
。
「
も
う
少
し
、
も
う
少
し
」
何
度
、
頭
の
中
で

反
復
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
武
庫
川
に
か
か
る
大
橋
を
渡
る
と

も
う
そ
こ
は
、
ゴ
ー
ル
の
阪
急
宝
塚
駅
南
口
で
す
。
係
の
み
な
さ

ん
の
拍
手
の
中
で
、
ゴ
ー
ル
イ
ン
。
つ
い
に
や
っ
た
／
，
恥
ず
か
し

い
け
れ
ど
、
急
に
涙
が
出
て
き
て
仕
方
が
な
い
の
で
す
。
と
き
に

午
後
ｎ
時
応
分
。
ス
タ
ー
ト
か
ら
、
も
う
超
時
間
が
過
ぎ
て
い
ま

し
た
。と

い
う
わ
け
で
、
今
回
は
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
な
ん
て

余
裕
は
、
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
次
は
、
も
っ
と
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
積
ん
で
、
山
歩
き
の
楽
し
さ
を
味
わ
い
な
が
ら
歩
き
た

い
も
の
で
す
。

で
も
完
走
を
果
し
た
今
、
六
甲
連
山
を
見
あ
げ
る
た
び
に
、
何

か
し
ら
、
ど
ん
な
困
苦
も
切
り
抜
け
ら
れ
る
と
い
う
自
信
が
湧
い

て
く
る
の
で
す
。
人
生
に
自
信
を
な
く
し
た
方
、
あ
な
た
も
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
な
ん
て
、
大
げ
さ
か
な
。

も
し
れ
な
い
」
そ
ん
な
不
安
が
頭
を
か
す
め
ま
し
た
。
せ
っ
か
く

登
り
つ
め
た
横
尾
山
（
弧
、
）
を
お
り
る
と
、
そ
こ
は
北
須
磨
の
新

興
住
宅
地
。
こ
の
あ
た
り
が
、
午
前
７
時
。
第
一
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
の
萩
の
寺
を
過
ぎ
る
と
、
ま
た
ま
た
急
な
登
り
。
高
取
山

（
剛
、
）
を
め
ざ
し
ま
す
。
「
神
戸
市
の
野
郎
め
／
こ
ん
な
と
こ
ろ

を
住
宅
開
発
す
る
か
ら
、
昔
、
尾
根
つ
づ
き
だ
っ
た
と
こ
ろ
が
、

谷
に
な
っ
て
、
登
っ
た
り
下
っ
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
だ
。

チ
ク
シ
ョ
ー
め
」
な
ど
と
、
変
な
と
こ
ろ
に
怒
り
を
ぶ
つ
け
な
が

ら
歩
き
続
け
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
か
ら
釦
キ
ロ
地
点
の
菊
水
山
（
棚

巴
を
必
死
の
形
相
で
登
り
つ
め
る
と
、
車
で
先
ま
わ
り
し
た
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
達
が
、
「
そ
ろ
そ
ろ
棄
権
す
る
？
」
と
聞
き
な
が

ら
、
カ
メ
ラ
を
回
し
ま
す
。
画
面
に
向
か
っ
て
い
い
顔
し
た
い
け

ど
、
そ
ん
な
余
裕
は
、
全
然
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
今
の
気
持

ち
を
、
カ
メ
ラ
に
向
っ
て
し
ゃ
べ
っ
て
く
れ
、
あ
る
い
は
、
取
材

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
向
か
っ
て
手
を
ふ
っ
て
く
れ
な
ど
の
仕
事
を

さ
せ
ら
れ
て
、
菊
水
山
を
あ
と
に
し
た
の
は
、
も
う
ｎ
時
を
は
る

か
に
ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
足
を
ひ
き
ず
る
よ
う
に
し朝日を受けて須磨高倉台の階段を登る。3 5 0 段もあるのた°

回
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蕊 綴蓑識

１
１２６
１

墨遜。

話) 誼のひろば

＜Ⅱ＞

合
同
出
版
記
念
会
な
ど

輪
の
ま
つ
り
が
開
か
る

●
詩
誌
「
輪
」
卵
号
・
調
年

回型理性

『
五
十
号
で
あ
る
。
も
う
五
十
号
に

な
る
か
と
も
思
い
、
ま
だ
五
十
号
に
し

か
な
ら
な
い
か
と
も
思
う
』
と
後
記
に

あ
る
よ
う
に
詩
誌
「
輪
」
が
創
刊
五
十

号
を
迎
え
、
そ
れ
を
記
念
し
て
去
る
旭

月
２
日
農
業
会
館
に
於
て
輪
の
ま
つ
り

が
開
か
れ
た
。
一
九
五
五
年
五
月
一
日

に
創
刊
さ
れ
た
の
で
足
か
け
妬
年
に
な

る
と
い
う
、
ま
さ
に
戦
後
の
現
代
詩
の

歴
史
が
そ
こ
に
集
録
さ
れ
て
い
る
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
内
容
の
充
実

は
、
赤
松
徳
治
、
伊
勢
田
史
郎
、
岡
見

裕
輔
、
海
尻
巌
、
各
務
豊
和
、
貝
原
六

一
、
北
見
哲
哉
、
桑
島
玄
二
、
里
見
一

夫
、
直
原
弘
道
、
坪
谷
令
子
、
な
か
け

ん
じ
、
中
村
隆
、
布
村
寛
、
灰
谷
健
次

郎
、
丸
本
明
子
と
い
う
同
人
の
顔
ぶ
れ

を
見
て
も
推
し
は
か
れ
る
。

輪
の
ま
つ
り
は
『
自
分
の
血
肉
の

中
の
あ
る
部
分
』
と
思
っ
て
い
る
だ
け

に
最
初
に
挨
拶
と
指
名
さ
れ
た
だ
け
で

も
胸
が
一
杯
」
小
林
武
雄
氏
。
「
今
後

も
小
骨
を
楽
し
み
な
が
ら
輪
の
精
神
を

大
事
に
し
て
欲
し
い
」
小
島
輝
正
氏
と

祝
辞
が
続
き
、
同
人
の
合
同
出
版
会
が

第
一
部
、
第
一
一
部
は
子
供
の
詩
と
大
人

の
詩
を
ユ
ー
モ
ア
た
つ
ぶ
り
に
対
比
さ

せ
た
り
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
プ
ロ
グ

ラ
ム
さ
れ
夜
が
更
け
る
ま
で
な
ご
や
か

な
会
と
な
っ
た
。
同
人
を
代
表
し
て
中

村
隆
氏
の
「
相
変
わ
ら
ず
地
味
で
着
実

に
牛
歩
の
姿
勢
を
崩
さ
ず
歩
ん
で
ゆ
き

た
い
」
と
い
う
言
葉
が
象
徴
的
な
『
輪
』

の
今
後
の
発
展
を
期
待
し
た
い
。

噺

上左輪同人勢揃い祝辞は小林武雄、小島輝正、増井不二也氏。
左下は、灰谷さん司会による子供の詩と大人の詩コーナー、下中は春木一夫氏の銃割りはご覧のとおりすごいのだ。
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鋤

１
１２７
１

〃
い
よ
－
つ
〃
、
意
勢
の
い
い
掛
け
声

に
続
い
て
、
〃
チ
ョ
ー
ン
〃
と
拍
子
木
が

入
る
。
京
都
祇
園
連
の
椅
麗
ど
こ
ろ
が

あ
で
や
か
に
会
場
へ
と
繰
り
出
す
…
。

昨
年
十
二
月
一
九
日
（
水
）
午
後
六

時
か
ら
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
大
宴
会

場
で
開
か
れ
た
、
「
ク
ラ
ブ
小
万
釦
周

年
謝
恩
パ
ー
テ
ィ
」
の
華
や
か
な
幕
開

き
だ
。神

戸
の
経
済
界
の
お
歴
々
を
約
二
百

五
十
名
招
待
し
て
開
か
れ
た
パ
ー
テ
ィ

は
、
〃
さ
す
が
、
ク
ラ
ブ
小
万
″
と
思

わ
せ
る
、
実
に
盛
大
な
会
で
あ
っ
た
。

京
都
祇
園
連
の
「
手
打
」
七
福
神
花

く
づ
し
に
続
い
て
、
マ
マ
の
岩
本
起
代

子
さ
ん
が
、
万
感
の
思
い
を
込
め
て
、

鏡
割
り
。
見
事
、
四
斗
樽
が
開
い
た
と

こ
ろ
で
、
全
員
に
よ
る
三
々
七
拍
子
。

そ
の
あ
と
、
神
戸
福
原
連
に
よ
る
踊

り
が
続
き
、
博
多
出
身
の
マ
マ
の
た
め

に
、
博
多
か
ら
か
け
つ
け
た
お
姐
さ
ん

方
に
よ
っ
て
「
博
多
節
」
「
黒
田
節
」

が
披
露
さ
れ
た
。

神
戸
花
隈
連
の
踊
り
、
京
都
先
斗
町

連
の
素
雛
子
で
一
た
ん
休
憩
。

今
度
は
ガ
ラ
ッ
と
趣
好
を
変
え
、
藤

田
ま
こ
と
、
橋
幸
夫
の
歌
謡
シ
ョ
ー
。

居
上
博
と
フ
ァ
イ
ン
メ
ー
ッ
を
バ
ッ
ク

に
ヒ
ッ
ト
曲
が
次
々
と
歌
わ
れ
た
。

最
後
に
拶
挨
に
立
っ
た
マ
マ
は
「
明

日
か
ら
一
年
生
の
積
り
で
や
り
ま
す
」

と
言
葉
少
な
く
、
会
場
も
わ
れ
ん
ば
か

り
の
拍
手
に
、
し
ば
し
感
激
を
か
み
し

め
、
午
後
九
時
に
閉
会
と
な
っ
た
。

中・見事な鏡割り、左。歌う橋幸夫（写真下）京都抵園連のきれいどころが揃って華や

臓
鱗義 蕊蕊

中心

今迂｡

蕊灘： 謡誼のひろば蕊

鵬 蕊

＜Ⅱ＞

；

上

懸
騒蕊議

●
ク
ラ
ブ
小
万
訓
周
年
謝
恩
パ
ー
テ
ィ
ー

華
や
か
に

あ
で
や
か
に
…

(写真上）右・あいさつをするママ、
かなパーティのオープニング

蟻
園

蕊調

黄，

f蝿

識

鴬
瀞珂

: 咽贈曲
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；騒鍵鍵

昨
年
の
秋
に
協
会
の
主
催
で
「
家
庭
を
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
公
開
講
座
を
開
い
た
と
こ
ろ
、
別
人
定
員
の
会
場
に
卯
人
近

く
も
の
受
講
希
望
者
か
ら
参
加
の
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
た
。

受
講
者
の
う
ち
訓
人
ほ
ど
は
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
婦
人
相
談
員
、

母
子
相
談
員
、
施
設
の
保
母
、
指
導
員
な
ど
福
祉
活
動
の
現
場
で

そ
れ
ぞ
れ
さ
ま
ざ
ま
な
家
庭
や
親
子
の
問
題
に
か
か
わ
っ
て
い
る

人
た
ち
で
、
如
人
ほ
ど
が
家
庭
の
主
婦
、
里
親
、
学
生
な
ど
。

講
座
は
「
子
ど
も
と
家
庭
ｌ
家
庭
に
よ
っ
て
子
ど
も
は
ど
う
変

橋
本
明
八
社
団
法
人
「
家
庭
養
護
促
進
協
会
」
事
務
局
長
Ｖ

灘

１
１２８
１

｜
橋
本
明
八
社
団
法
人
「
家
庭
養
護
促
進
協
会
」
事
務
局
長
Ｖ

熱心に耳を傾ける参加者たち

わ
る
？
」

聖
和
女
子

大
学
教
授

黒
田
実
郎

氏
、
「
世
界

の
家
庭
と

日
本
の
家

庭
ｌ
東
西

暮
し
方
の

違
い
を
さ

ぐ
る
」
京

都
大
学
助

教
授
米

山
俊
直
氏

「
老
い
と

家
庭
ｌ
あ

な
た
の
老

年
は
大
丈

夫
か
？
」
老
年
を
考
え
る
会
飯
田
よ
し
枝
さ
ん
、
「
家
庭
は
ど

う
変
わ
る
か
ｌ
私
の
描
く
皿
世
紀
へ
の
家
庭
像
」
大
阪
社
会
事
業

短
期
大
学
教
授
服
部
正
氏
。
そ
し
て
最
終
回
は
協
会
制
作
の
映

画
「
親
と
子
の
畔
を
求
め
て
」
の
上
映
と
参
加
者
の
懇
談
パ
ー
テ

ィ
で
締
め
く
く
っ
た
。
と
く
に
最
終
回
は
参
加
者
が
少
人
数
ず
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
「
私
に
と
っ
て
家
庭
と
は
？
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
熱
心
な
話
し
合
い
が
続
け
ら
れ
、
大
変
実
り
あ
る
講
座
と

な
っ
た
。

戦
後
、
日
本
で
は
都
市
化
の
進
行
と
共
に
核
家
族
が
増
加
し
て

き
た
と
い
わ
れ
る
が
、
統
計
か
ら
み
る
か
ぎ
り
、
日
本
で
最
初
に

世
論
調
査
が
実
施
さ
れ
た
大
正
９
年
に
は
す
で
に
夫
婦
と
子
ど
も

だ
け
の
世
帯
が
全
世
帯
の
半
数
を
越
え
て
お
り
、
核
家
族
は
戦
後

急
速
に
増
え
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
、
昭
和
訓

年
を
境
に
し
て
一
世
帯
の
家
族
数
は
急
に
減
っ
て
き
て
お
り
、
そ

れ
が
こ
の
加
年
ほ
ど
の
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
問
題
を
生
み
だ
し

て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
、
北
欧
諸
国
な
ど
で
は
今
世
紀
の
初
頭

か
ら
す
で
に
家
族
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
欧
米
に
お
い
て
は
早
く
か
ら
核
家
族
化
が
す
す
み
、
単
身
世
帯

や
老
人
だ
け
の
世
帯
、
夫
婦
と
子
ど
も
だ
け
の
世
帯
が
多
く
、
家

庭
の
不
安
定
さ
を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
早
く
か

ら
行
な
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
家
族

を
中
心
と
し
た
福
祉
活
動
の
発
展
は
、
家
庭
の
崩
壊
を
未
然
に
防

ぐ
と
共
に
、
地
域
の
中
で
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
福
祉
の
力
点

が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
か
ら
で
も
あ
る
。

家
庭
は
人
間
の
成
長
に
と
っ
て
も
っ
と
も
大
切
な
場
所
で
あ
り

〃
家
庭
学
〃
の
提
唱

趣
神
戸
を
福
祉
の
町
に
八
別
Ｖ
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；

上米山俊直先生の講義「世界の家庭と日本の家庭」
中飯田よし枝さんのお話「老いと家庭」
下「私にとって家庭とは？」というテーマで討論会

:鑑貞壷蝉9 畠謹 暮
ら
し
を
守
る
最
後
の
砦
で
も
あ
る
。
核
家
族
化
と
そ
れ
に
伴
う

福
祉
問
題
の
発
生
は
、
人
類
史
的
に
み
る
と
農
業
社
会
か
ら
産
業

社
会
へ
移
行
す
る
過
程
で
の
必
然
的
な
現
像
だ
と
指
摘
す
る
人
も

あ
る
が
、
も
ろ
く
な
っ
た
家
族
を
支
え
る
た
め
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

は
一
九
八
○
年
代
に
は
よ
り
一
層
強
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

ろ
う
。こ

の
ほ
ど
神
戸
市
市
民
福
祉
調
査
委
員
会
か
ら
市
長
に
出
さ
れ

た
答
申
に
も
家
庭
福
祉
の
推
進
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
兵
庫

県
で
も
家
庭
づ
く
り
に
行
政
と
し
て
積
極
的
に
取
り
く
む
方
針
を

打
ち
出
し
、
「
家
庭
づ
く
り
の
手
引
草
」
を
作
製
し
、
広
く
配
布

し
て
い
る
。
た
だ
、
家
庭
と
い
う
個
性
的
な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
領

域
に
行
政
と
し
て
ど
ん
な
形
で
か
か
わ
り
を
も
つ
か
は
大
変
難
し

い
こ
と
だ
し
限
界
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
は
、
そ
の
地
域
を
構
成
す
る
そ
れ
ぞ
れ

の
家
庭
づ
く
り
と
切
り
離
し
て
考
え
ら
れ
な
い
が
、
ま
た
健
全
な

家
庭
は
住
み
よ
い
地
域
と
共
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
今
日
の
家
庭

の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
は
、
ど
ん
な
に
努
力
を
し
て
も
家
族
だ
け
の

力
で
は
解
決
し
え
な
い
こ
と
も
多
く
、
失
業
、
離
婚
、
蒸
発
、
病

気
、
入
院
な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た
波
風
が
た
て
ば
崩
壊
に
直
面
す

129

る
家
庭
も
多
い
。
そ
ん
な
時
、
地
域
の
隣
人
の
支
え
や
は
げ
ま
し

が
あ
れ
ば
崩
壊
を
ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
行
政
の
援
助
も
大

き
な
力
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
に
は
「
○
冨
乱
ご
ず
の
胆
甘
の
鼻
丘
。
ｇ
①
」
（
慈
善
は
家

庭
か
ら
）
と
い
う
諺
が
あ
る
。
こ
れ
は
自
分
の
家
庭
を
ほ
っ
た
ら

か
し
て
、
他
人
の
た
め
に
と
い
う
名
目
で
奉
仕
活
動
や
寄
付
活
動

に
走
り
回
っ
て
い
る
人
た
ち
を
皮
肉
っ
た
も
の
だ
が
、
他
人
の
世

話
を
や
く
前
に
足
元
の
自
分
の
家
庭
を
し
っ
か
り
守
り
な
さ
い
、

と
い
う
い
ま
し
め
の
意
味
も
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

家
庭
づ
く
り
と
い
う
の
は
、
や
さ
し
い
よ
う
で
な
か
な
か
難
し

い
。
家
庭
ほ
ど
個
性
的
で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
豊
ん
だ
人
間
の
集
り

も
ま
た
他
に
は
な
い
。
不
安
定
な
家
庭
が
多
く
な
っ
て
き
た
今
日

皿
世
紀
へ
の
家
庭
づ
く
り
を
福
祉
の
視
点
か
ら
だ
け
で
な
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
学
問
的
に
も
系
統
的
に
研
究
し
て
い
く
、
い

わ
ゆ
る
「
家
庭
学
」
の
よ
う
な
新
し
い
学
問
の
分
野
が
必
要
に
な

っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
家
庭
学
の
研
究
や
理

論
を
こ
れ
か
ら
の
家
庭
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
に
生
か
す
よ
う
な

も
の
に
育
て
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。
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